
 

第205回練馬区都市計画審議会 会議の記録 

 

１ 日 時 平成28年３月23日（水） 午後３時～午後３時57分 

２ 場 所 練馬区役所 西庁舎４階 全員協議会室 

３ 出席者          只腰憲久、田崎輝夫、小林みつぐ、藤井たかし、西山きよたか、 

光永勉、小川こうじ、やくし辰哉、大塚昭雄、澤田麻由美、 

中西大二、西木實、渡邉雍重、篠利雄、田中正裕、山本康弘、 

立花祐一、横倉尚、市川明臣、練馬消防署長、練馬警察署長(代理) 

４ 公開の可否   可 

５ 傍聴人    ０人 

６ 議 案  

 議案第392号(諮問第392号) 東京都市計画公園の変更（練馬区決定） 

               〔第８・２・31号 牧野記念公園の変更〕 

    議案第393号(諮問第393号) 東京都市計画地区計画の変更（練馬区決定） 

                〔中村橋駅南口地区、東武練馬駅南口周辺地区、中村橋 

駅北口地区、北町二丁目西部地区〕 

７ 報告事項 

報告事項１ 補助230号線大泉町三丁目地区地区計画等の原案について 

報告事項２ 重点地区まちづくり計画を検討する区域の指定について 

〔放射36号線等沿道周辺(羽沢・桜台・氷川台・平和台・早宮)地区〕 
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第205回練馬区都市計画審議会（平成28年３月23日） 

 

○会長 皆様、本日はご多忙のところ、お集まりいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 ただいまから第205回練馬区都市計画審議会を開催いたします。 

 初めに、事務局から委員の出席状況等について報告をお願いします。 

〇都市計画課長 初めに、新たな任期を迎える委員の方で、前回ご紹介できなかった方を

ご紹介いたします。お手元に委員名簿をお配りしております。あわせてご覧ください。 

 住民代表委員の西木實委員でございます。 

〇委員 西木でございます。よろしくお願いいたします。 

〇都市計画課長 よろしくお願いいたします。 

 続きまして、委員の出席状況をご報告申し上げます。ただいまの出席委員数は20名、当

審議会の定足数は13名ですので、本日の審議会は有効に成立しております。 

 続きまして、本日の議案に関連して出席している区の職員をご紹介いたします。 

 議案第392号 牧野記念公園の案件に関連しての出席でございます。地域文化部文化・

生涯学習課長の小金井靖でございます。 

○文化・生涯学習課長 よろしくお願いいたします。 

○都市計画課長 なお、開発調整課長につきましては、誠に恐縮ですが、本日所用のため

欠席をしております。 

 以上です。 

○会長 それでは、お手元の案件表のとおり進めたいと存じます。よろしくお願い申し上

げます。 

 本日の案件でございますが、議案が２件、報告事項が同じく２件でございます。 

 初めに議案第392号 東京都市計画公園の変更（第８・２・31号 牧野記念公園の変

更）（練馬区決定）について説明をお願いします。 
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〇みどり推進課長 それでは、議案第392号、牧野記念公園の都市計画変更についてでご

ざいます。 

 １の概要です。昭和33年３月31日に児童公園として都市計画決定された牧野記念公園の

北側隣接地、約0.04haを同公園に編入するため、都市計画区域を変更し、あわせて現在の

公園の目的および機能等に鑑み、公園種別を児童公園から特殊公園に変更するものでござ

います。 

 この都市計画変更につきましては、昨年12月24日開催の当審議会で原案の報告をさせて

いただきました。その後、本年１月４日から25日にかけて公告・縦覧および説明会を行っ

てまいりました。本日は、本計画の原案に関する意見書が出されましたこと、また、原案

の計画図書に一部修正がありましたので、これらをご報告した上で、お諮りするものでご

ざいます。 

 それでは、まず９ページ、参考資料②をお願いいたします。一番最後のページになりま

す。 

 原案に関する意見書の要旨および区の見解についてであります。１名の方から２件のご

意見が出されました。 

 まず意見書の要旨の1点目でございます。「北側隣接地の都市計画区域への編入および

その目的については賛成であるが、道路拡幅に伴う敷地面積減少による既存庭園内建築物

の建ぺい率違反を回避することが目的であれば反対である。」というご意見でございます。 

 右側、区の見解でございますが、「本都市計画変更は国の登録文化財である庭園の保全

を目的とするものです。建ぺい率については、本計画に関わらず、基準を満たしていま

す。」という見解でございます。 

 意見書の要旨の２点目でございます。「開設区域は登録文化財であることから、文化財

や緑地の保全を大切にするという練馬区の基本姿勢を堅持し、道路の拡幅を優先しないで

ほしい。」という意見でございます。区としましては、「国の登録文化財である庭園の保

全を目的として、関係法令等を踏まえ事業を実施します。」という見解でございます。 
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 次に、４ページをご覧ください。中段に新旧対照表がございますが、その旧の欄の種別、

名称、位置の表示について、東京都との協議により原案から修正いたしました。これにあ

わせまして３ページの理由書の表現も修正してございますが、これらは変更手続を進める

上で支障になるものではございません。 

 なお、本年２月22日から３月７日までの期間で変更案の公告・縦覧を行いまして、案に

対するご意見はございませんでした。本日、審議会にお諮りいたしまして、今後、４月に

都市計画決定・告示を行う予定でございます。 

 ご説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○会長 説明は終わりましたが本日初めての方もおられますので、若干案の中身をもう少

し詳しくご紹介いただけますでしょうか。 

〇みどり推進課長 まず位置といたしまして５ページをお願いいたします。位置図でござ

います。大泉学園駅の南側、既存の牧野記念公園がございます。その次のページ、６ペー

ジでございます。緑の枠で囲んだ区域が今回計画変更区域でございまして、赤く塗りつぶ

した部分、ここが今回追加をする区域でございます。 

 この追加をする部分につきましては、面積が約0.04ha、400㎡で、この土地の利用に関

しましては、文化財区域に影響を与えずに後継樹や野草を育成しまして、加えて管理用、

あるいは利用者の駐車場等を確保するということを目的に拡張するものでございます。 

 説明は以上でございます。 

〇会長 説明が終わりました。ご質問、ご意見がありましたら発言をお願いします。 

 いかがでしょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 発言がないようでございますので、お諮りをしたいと思います。 

 議案第392号につきましては、案のとおり決定することでご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 ありがとうございます。では、そのように決定いたします。 
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 続きまして、議案第393号 東京都市計画地区計画の変更（中村橋駅南口地区、東武練

馬駅南口周辺地区、中村橋駅北口地区、北町二丁目西部地区）、いずれも練馬区決定でご

ざいます。一括して説明をお願いします。 

○まちづくり推進課長 それでは、議案第393号説明資料をお願いいたします。 

 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の一部改正に伴う地区計画の都市計

画変更についてでございます。本件につきましては、昨年12月24日の都市計画審議会に原

案をご報告いたしました。その後、都市計画決定の手続を進めまして公告・縦覧、意見書

の受付等を行いましたが、意見書の提出はございませんでしたので、今回変更議案として

お諮りするものでございます。 

 資料の説明については、原案で詳しくご説明しましたので、多少簡略化してご説明をさ

せていただきたいと存じます。 

 説明資料の１ページをご覧ください。 

１番、種類・名称です。記載の４つの地区になります。 

 ２番、変更理由です。２段落目になりますが、平成27年６月24日に風営法の一部が改正

され、風俗営業の内容が変更となりまして、号ずれ等が生じました。つきましては、当該

改正に関わる地区計画について規定の整備を行うため、所要の変更を行うものでございま

す。 

 ３番、変更内容です。（１）風営法に規定する風俗営業につきまして、号の削除等によ

り号ずれが生じるために規定の整備を行うものです。 

 （２）風俗営業から除外されるダンスホールやナイトクラブ(照度10ルクスを超えるも

の)等につきまして、法改正の趣旨を踏まえて地区計画の制限からも除外するものでござ

います。 

 ４番、これまでの経過です。平成27年11月に素案の説明会を２回開催いたしました。12

月に本審議会へ原案をご報告し、翌年１月４日から３週間、原案の公告・縦覧、意見書の

受付を行いましたが、意見書の提出はございませんでした。都知事協議を経まして、２月



- 5 - 

22日から２週間、案の公告・縦覧、意見書の受付を行いましたが、意見書の提出はござい

ませんでした。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ５番、今後の予定でございます。本日、付議をいたしまして、６月23日に決定の告示を

する予定でございます。※印が２つございますうちの１番目でございますけれども、風営

法の改正のうちナイトクラブに係る規定は平成28年６月23日に施行されるために、これに

あわせて都市計画決定の告示を行うものでございます。 

 ※印の２番目ですけれども、本件都市計画変更をうけて平成28年第二回練馬区議会定例

会に「練馬区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例」の改正案を提出する

予定でございます。 

 ６番、変更対象地区の配置図でございます。３ページをお願いいたします。斜線で記載

している４地区でございます。 

 ２ページにお戻りください。 

 ７番、議案でございます。各地区計画の都市計画図書を５ページから37ページにつけて

おりますが、内容が非常に細かくなっておりますので、８番の参考資料、39ページから40

ページになりますが、「風営法の改正概要と地区計画の変更概要」ということでまとめた

ものをお示ししていますので、こちらでご説明させていただきます。 

まず39ページをお願いいたします。 

 風営法の改正内容についてでございます。下の段になりますけれども、風営法第２条第

１項各号に規定する風俗営業の新旧対照図という形で示しております。左側が改正前で、

右側が改正後となっております。改正前の１号、２号につきましては、改正後は統合され

て１号になります。旧３号のナイトクラブにつきましては、右に矢印がいくつか分かれて

おりますが、上の行、10ルクス以下のものにつきましては、旧５号と一緒になりまして新

２号という形になります。10ルクスを超えるもの、これにつきましては旧４号のダンスホ

ールと同様に風俗営業の対象外となります。その下、旧６号、７号、８号、区画飲食店か
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らゲームセンターまでにつきましては、上段の号がずれるために改正後は３号、４号、５

号という形で号ずれが生じます。 

 次の40ページをお願いいたします。 

 ここに「地区計画の変更内容について」ということで４地区記載してございますけれど

も、一番上段の①、中村橋駅南口地区を例にご説明いたします。 

 表の左側の欄が該当区域の名称、中央の欄が、それぞれの区域で建築することができな

い建築物について、現と新という形で規定をお示ししておりますけれども、その具体的な

内容を一番右側の欄で解説しております。風俗営業の変更概要の欄でございますけれども、

上段の地区では、低照度飲食店、区画飲食店、パチンコ屋、ゲームセンター等を制限して

おり、その制限に変更はございません。下の段の地区ではキャバレー、キャバクラ、ナイ

トクラブ、ダンスホール、低照度飲食店、区画飲食店、パチンコ屋、ゲームセンター等を

制限しておりましたが、ナイトクラブの一部(照度10ルクス超)とダンスホールが制限から

外れます。このような変更が、それぞれ下の３地区でも同様に行われます。 

 説明は以上になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇会長 説明が終わりました。ご質問、ご意見がありましたら発言をお願いします。 

 どうぞ。 

〇委員 今回の変更、法の改正に伴うものということで承知しているんですけれども、例

えば、北町二丁目西部地区の場合ですと、複合住宅地区でナイトクラブの一部やダンスホ

ールが制限から外れるということですけれども、それによって住環境に何かしら影響が出

るんじゃないのというのを心配するんですけれども、例えばそういった店が今後この地域

に出店するに当たって事前の届けだとか、あるいは周辺の住民への周知だとか、そういっ

たことというのはされていくんでしょうか。教えてください。 

〇まちづくり推進課長 届け出についてでございますけれども、ナイトクラブの一部につ

いては基本的には警察に申請をして営業の許可を受ける形になります。今回の法改正の趣

旨でございますけれども、これまで風俗営業として規定されておりましたダンスホールな
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どは、風紀を乱すような内容ではないという国民的なコンセンサスを得ているということ

で、法律の改正が行われました。また、それに伴いナイトクラブのうち照度10ルクスを超

える明るい飲食店についても、同様の考え方により風俗営業の対象から外れたものでござ

います。対象から外れると言いましても、39ページにお示ししておりますとおり、改正前

のナイトクラブのうち10ルクスを超えるもの、それから、矢印の右側に進んでいきますけ

れども、深夜営業を行いまして、酒類の提供があるものにつきましては、改正後の風営法

の第２条第11項に新たに定められる特定遊興飲食店営業という形になります。これにつき

ましては、警察に申請をして許可を得るというような内容になっておりますので、委員ご

心配のような出店によって環境が大きく変わるということはないものだと考えております。 

○委員 私もダンスホールやナイトクラブが風紀を乱すものではないというのは承知して

いるんですけれども、例えばダンスの場合ですと音の問題だとか振動の問題だとか、そう

いうのが新たに出てきてしまうのではないかという心配をしているところです。 

 そういった問題が起きないよう、今後区としても注視であったりとか、相談だったりと

か、そういうのにぜひ努めていただきたいと思います。 

〇会長 ほかにいかがでしょうか。 

 よろしゅうございますか。 

 ご発言がないようですので、お諮りいたします。 

 議案第393号につきましては、案のとおり決定することでご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 ありがとうございます。そのように決定いたします。 

 議案に関する審議は、これをもちまして終了いたしました。 

 次に、報告事項に移ります。報告事項１、補助230号線大泉町三丁目地区地区計画等の

原案について、説明をお願いします。 

○大江戸線延伸推進課長 それでは、私から報告事項１、説明資料①と②を使いまして、

補助230号線大泉町三丁目地区地区計画等の原案についてご報告させていただきます。 
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 初めに、1番、目的でございます。本地区は、都営地下鉄大江戸線の延伸による新駅の

設置が予定されております。また、東京都市計画道路補助線街路第230号線の整備が東京

都により進められているところでございます。都市計画公園であります大泉町もみじやま

公園や、比較的大きな生産緑地が存在するみどりの多い住宅地となってございます。 

 補助230号線の道路整備に伴う沿道の街並みの変化が見込まれる中、地区内の住環境の

保全や道路基盤の充実が課題となっております。こうしたことから、地区の特性を踏まえ、

周辺住宅や景観に配慮したまちづくりを進めながら、大江戸線の延伸を見据えた新たな生

活拠点の形成が求められております。 

 区では、アンケート調査やまちづくり協議会での検討を踏まえまして、このたび本地区

にふさわしい土地利用を誘導し、みどりの保全、防災性の向上を促進するために地区計画

を作成し、関連する都市計画の変更を行うものでございます。 

 ２番、名称および３番、同時決定予定の都市計画案件でございます。このたび、補助

230号線大泉町三丁目地区地区計画を新たに策定しまして、関連します用途地域、高度地

区、防火地域及び準防火地域の３つの都市計画変更を行うものでございます。用途地域に

つきましては東京都決定、その他につきましては練馬区決定でございます。 

 ４番、対象区域でございます。大泉町一丁目および大泉町三丁目各地内、約32.8haでご

ざいます。簡単な区域図を３ページにつけておりますので、ご覧いただければと存じます。 

 １ページ目の５番、これまでの経過でございます。平成19年にこの地区におきましてま

ちづくり協議会を設立し、以降、まちづくりについて話し合いを行ってきたところでござ

います。21年に一度中間的に取りまとめを行いましたが、より丁寧な説明を望むという地

域の声があったため、22年以降、個別の聞き取り等を細かく行ってきたところでございま

す。 

 ２ページをご覧ください。 

 平成21年に都市計画道路補助230号線の事業認可が土支田通りから外環道までの区間に

ついておりております。翌年の22年には、外環道から大泉学園通りの区間の事業認可がお
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りてございます。これ以降、用地の取得が進められてきましたので、平成26年に改めてま

ちづくり協議会を６回開催し、アンケート調査等も行ってきたところでございます。27年

12月には、地区計画の素案を取りまとめまして、地区計画素案説明会を12月19日と22日、

２日間にわたり開催し、説明会でのご意見等を踏まえて、平成28年２月に地区計画の原案

として取りまとめたものでございます。 

 本日は、５ページ以降に地区計画の都市計画図書、11ページからが関連する用途地域の

都市計画図書、17ページからが高度地区の都市計画図書、25ページからが防火地域及び準

防火地域の都市計画変更の図書をつけさせていただいてございますが、本日の説明につき

ましては、説明資料②のパンフレット形式でまとめております資料を使って、関連する都

市計画全てをご説明させていただければと存じます。 

 それでは、説明資料②の１ページをお開きください。 

 １番の大泉町三丁目地区の概要につきましては、先ほどご説明させていただきました。

その下段であります２番でございます。都営地下鉄大江戸線の延伸計画について簡単にご

説明させていただきます。 

 大江戸線延伸計画につきましては、平成12年の運輸政策審議会の答申第18号において、

目標年次(2015年)までに整備着手することが適当である路線に位置づけられているところ

でございます。答申第18号の目標年次になりまして、東京都では新たな答申に向けた東京

圏における今後の鉄道ネットワークのあり方について検討を行い、その結果を平成27年７

月に広域交通ネットワーク計画として取りまとめております。この中で大江戸線延伸につ

きましては、都内数ある鉄道計画の中から整備について優先的に検討すべき５路線の１つ

に位置づけられているところでございます。 

 また、国の答申につきましては、間もなく新しいものを取りまとめると国土交通省から

聞いているところでもございます。 

 ２ページをご覧ください。 

 ２ページは、大泉町三丁目地区の概況を記載しております。また、４番、２ページ目の
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下段、まちづくりの検討の経過については、先ほどご説明させていただきましたので割愛

させていただきます。 

 ３ページ、まちの将来像についてでございます。当地区につきましては、大江戸線が延

伸された場合の新駅の設置や補助230号線の道路整備を想定しながら、まちの将来像を整

理いたしました。 

 図面をご覧ください。中央のやや右下寄りに茶色で色を塗っているところ、こちらが新

駅が設置された場合の交通広場の予定地でございます。その周辺をオレンジ色で着色して

おりますが、新駅周辺地区といたしまして、利便性の向上、買い物環境の充実を目指す地

区としております。図面左側になりますが、補助230号線の黄色で着色してある部分は補

助230号線沿道地区として、住宅と店舗の調和を図りながら利便性の向上を図る地区とし

ております。 

 また、地区の東西区域境になります濃い黄緑色に着色している地区は、生活幹線道路等

沿道地区といたしまして、住宅中心の街並みの形成を目指す地区として設定しております。

そのほかの薄い黄緑色の部分につきましては、低層住宅地区として今後も住環境の維持・

保全を図っていく地区としております。 

 なお、黒の実線につきましては、今後、主要な交通軸として整備がされていくであろう

道路、茶色につきましては、地区内の主要な生活道路として整備を目指している路線とし

ているところでございます。 

 ３ページ下段でございます。まちの将来像の実現に向けてでございます。今ご説明させ

ていただきました将来像を実現していくために、まちづくりのルールといたしまして２つ

のステップで進めていくことを考えております。今回がその第１ステップでございまして、

補助230号線の道路整備にあわせまして、用途地域、建ぺい率、容積率などの変更を行い

ます。また地区計画において、地区内での建物の建て方等を新たなルールとして定めるも

のでございます。 

 また今後、大江戸線の延伸に伴います新駅がさらに具体化されるのにあわせまして、よ
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り細かなまちづくりのルールですとか、さらなる緑化の推進や景観づくり、生活道路整備

の充実等も検討し、見直し等を図っていく予定でございます。 

 ４ページをご覧ください。 

 今回策定いたします地区計画の目標につきましては、先ほどご説明させていただきまし

た。（２）番の地区計画の方針でございます。今回は、１)土地利用の方針、２)地区施設

の整備の方針、３)建築物等の整備の方針を定めるものでございます。 

１)土地利用の方針につきましては、先ほどご説明したまちの将来像を踏まえ、７つの

地区に区分けしてそれぞれの土地利用方針を定めるものでございます。 

 ５ページ目、２)地区施設の整備の方針でございますが、地区全体の道路ネットワーク

を形成するとともに防災性の向上を図るため、生活幹線道路および区画道路の整備の誘導

を方針として位置づけるものでございます。 

 ３)建築物等の整備の方針でございます。用途の制限、敷地面積の最低限度、建築物等

の高さの最高限度、形態または色彩その他の意匠の制限、壁面の位置の制限、壁面後退区

域における工作物の設置の制限、垣またはさくの構造の制限を方針として定めてまいりま

す。 

 ６ページ以降が、それぞれ地区ごとに今後どのようなまちづくりのルールになっていく

かを整理しているものでございます。地区ごとにご説明させていただければと思います。 

 初めに、新駅周辺地区・補助230号線沿道地区に関するルールでございます。６ページ

下に表で整理させていただいておりますが、①建物の用途に関すること、②建物の大きさ

に関すること、③建物の高さに関すること、④建物の構造に関すること、⑤その他建築

物・敷地に関すること、これらの項目ごとに整理し、それぞれの変更、または新たに定め

るルールについて記載をしているものでございます。７ページの解説を用いてご説明をさ

せていただければと思います。 

 まず、①建物の用途に関することでございます。用途地域につきましては、第一種住居

地域に変更いたします。このことで建築可能な建物の用途が増えてまいります。一方で、
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地区計画の策定により、ホテルまたは旅館、葬祭場については用途の制限をしていく予定

でございます。 

 ②建物の大きさに関することでございます。新駅周辺地区(Ａ地区・Ｂ地区)と補助230

号線沿道地区(Ａ地区・Ｂ地区)におきましては、建物を大きく建てられるように建ぺい率

を60％、容積率を300％に変更するものでございます。ただし、この容積率を活用できる

のは、補助230号線の道路の供用開始の告示がされた後ということになります。それ以前

に活用される場合につきましては、練馬区の認定が必要ということになります。 

 また、新駅周辺地区(Ｃ地区)につきましては、現在の建ぺい率が60％、容積率200％か

らの変更はございません。 

 ③建物の高さに関することでございます。今回、高度地区の都市計画変更を行い、建物

を立体的に建てられる範囲を広げます。その一方で建物の高さにつきましては、地区計画

により17ｍまでということを設定しております。 

 ④建物の構造でございます。新駅周辺地区(Ａ地区・Ｂ地区)と補助230号線沿道地区(Ａ

地区・Ｂ地区)につきましては、新たに防火地域に指定してまいります。新駅周辺地区(Ｃ

地区)につきましては、現在の準防火地域からの変更はございません。 

 ⑤その他の建築物・敷地に関することでございます。敷地面積の最低限度を110㎡とし

て新たに定めます。また、建築物の屋根および外壁等の色彩につきましては、街並みと調

和したものに制限させていただきます。また、道路に面して設けます垣またはさくにつき

ましては、開放性のある構造にするという制限をつけてまいります。 

 ８ページをご覧ください。 

 ８ページ、９ページは、生活幹線道路等沿道地区ということで、地区の東西の区域境の

ところでございます。 

 同様に、９ページの解説でご説明させていただければと思います。 

 この地区の用途地域に関しては、現在の第一種中高層住居地域からの変更はございませ

んので、建物の用途に関する変更もございません。建物の大きさに関することにつきまし
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ても、建ぺい率・容積率は現行の60％・200％からの変更は行いません。 

 建物の高さに関することにつきましては、今回建物の高さの制限を15ｍと新たに設定し

てまいります。 

 建物の構造に関することにつきましては、現在の準防火地域からの変更はございません

ので、建物の構造に関する変更もございません。 

 その他の建築物・敷地に関することは、先ほどの新駅周辺地区と同様に、最低敷地面積、

建物の屋根および外壁等の色彩の制限、垣またはさくについての制限を新たに設けていく

ものでございます。 

 10ページをご覧ください。 

 低層住宅地区に関するルールでございます。こちらも11ページを使ってご説明させてい

ただきます。 

 建物の用途に関することにつきましては、第一種低層住居専用地域からの用途地域の変

更は行いません。建ぺい率・容積率につきましても、50％・100％から変更は行いません。

建物の高さに関することにつきましても新たな制限は定めませんので、現在の都市計画で

定める10ｍ以下という制限になります。 

 建物の構造に関することにつきましても、準防火地域からの変更はございません。建築

物・敷地に関することにつきましては、先ほど説明した地区と同様に、敷地面積の最低限

度、建築物の屋根および外壁等の色彩、道路に面して設ける垣またはさくの構造について

の制限を新たに定めていくものでございます。 

 12ページをお開きください。 

 建物の制限のほかに、今回の地区計画において、地域の骨格となる生活道路の充実を図

るため、地区施設道路として６つの路線を定めてまいります。こちらにつきましては、地

区内の生活道路のうち、歩行者および自動車の安全な通行、災害時の避難や救助活動等に

寄与する路線を指定したものでございます。 

 計画幅員を確保するため、地区施設道路に面する敷地で建築行為を行う際には、現在の
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道路から一定の空間をあけて建物を建てていただいたり、工作物につきましては、後退し

て設置するという制限を設けてまいります。そちらにつきましては、13ページで記載させ

ていただいております。 

 なお、地区施設として定めます６路線のうち、新設、または拡幅を伴う路線につきまし

ては、12ページ下段の４つの路線でございます。新設する路線につきましては、区画道路

５号ということで、東京都による補助230号線の整備にあわせて、230号線の側道として整

備する路線でございます。 

 また、拡幅する路線につきましては３路線でございまして、それぞれの計画幅員は12ｍ、

または６ｍでございます。 

 13ページに地区施設道路の拡幅に伴う壁面の位置の制限や、壁面後退区域における工作

物の設置の制限を記載させていただいております。 

 説明資料①の２ページへお戻りいただけますでしょうか。 

 ただいま説明させていただきました地区計画の策定と関連する都市計画の変更の今後の

予定でございます。本日、都市計画審議会へ原案を報告させていただきました。明日、３

月24日から４月14日までの３週間、原案の公告・縦覧、意見書の受付を行います。また、

この間、３月24日と26日につきましては、原案の説明会を開催する予定でございます。 

 その後でございますが、５月に東京都知事の協議等、６月に都市計画案の公告・縦覧、

意見書の受付を２週間予定しております。また、７月中旬に練馬区の都市計画審議会に練

馬区決定分の案件を付議いたしまして、９月上旬には用途地域について東京都の都市計画

審議会に付議する予定でございます。10月の都市計画決定告示を目指してまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇会長 ありがとうございました。 

 審議に入ります前に１点、この地区計画の原案の中で大江戸線の延伸がありきというよ

うな形で新駅というふうに記載があるんですが、肝心の大江戸線の延伸については今、ど

んな状況なのかちょっとご紹介いただいて、それをあわせて皆さんご審議をいただきたい
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と思います。 

〇大江戸線延伸推進課長 先ほどの説明資料②の１ページ目の下段で少し記載をさせてい

ただいているところでございます。現在の答申の中では、目標年次である2015年までに整

備着手することが適当である路線に位置づけられているところですが、残念ながら整備着

手は現在のところ至ってはございません。 

 しかしながら、東京都では次期答申に向けた東京圏の今後の鉄道ネットワークのあり方

について、さまざまな有識者も入れた中で検討が進められていると聞いてございます。そ

の中で、現在、大江戸線の光が丘から大泉学園町の区間につきましては、都内で検討した

37路線の中から整備について優先的に検討すべき５路線の１つに選定されていることから、

今後、練馬区としては整備についてさらに東京都と具体的に協議をし、整備が進められる

ように働きかけてまいりたいと考えているところでございます。 

〇会長 次はどういうステップになるんでしょうか。そういう手続的なところでもいいん

ですけれども、次の一歩というか。 

〇大江戸線延伸推進課長 この後、先ほど申し上げました新たな答申というものが取りま

とめられる予定でございます。大江戸線の延伸が答申として位置づけられましたら、今後

につきましては事業者のほうで収支採算性に合う路線であるかどうかですとか、周辺のま

ちづくりがどのくらい進んでいるかですとか、そういったものを総合的に勘案しながら事

業に着手するということで、事業着手に向けて関連する手続が進められると聞いていると

ころでございます。 

〇会長 ありがとうございました。今の説明も含めまして、先ほど説明がありました地区

計画の原案につきまして質疑をお願いしたいと思います。どうぞ、ご発言ありましたら。

いかがでしょうか。 

 どうぞ。 

〇委員 ちょっとお聞きしたいんですけれども、地区計画に入れられないのかもしれませ

んけれども、かなり生産緑地の多いところですよね。そうしますと、練馬区の方皆さん、
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住民は思うと思うんですが、確かに北西部がかなり市街化が進むということは大変いいこ

とだと思うんですが、逆に生産緑地がどんどん減っていくんじゃないかというようなこと

を恐らく危惧すると思うんですね。ですから、そういうものの配慮とか、あるいは動向を

つかまえておられるのか、土地所有者の、あるいはそういう意味では取り込んだ手法にな

るよう、都市計画の手法になるよう考えておられるのか、ちょっとお聞きしたいんですけ

れども。 

〇大江戸線延伸推進課長 当該地区につきましては、今、委員からお話しありましたが非

常に生産緑地が多い地区でございます。この地区計画の中では一定程度の市街化がされた

場合にも良好な住宅地として確保されるように、最低敷地面積等を定めているものでござ

います。生産緑地の維持・保全につきましては、練馬区として、今さまざまな制度等も検

討して残すような方向の施策を進めているところでございます。 

〇委員 わかりました。 

〇会長 よろしゅうございますか。 

 ほかにいかがでしょう。よろしゅうございますか。 

 ご発言がないようですので、報告事項１を終わります。 

 続きまして、報告事項の２、重点地区まちづくり計画を検討する区域の指定（放射36号

線等沿道周辺（羽沢・桜台・氷川台・平和台・早宮）地区）について、説明をお願いしま

す。 

〇東部地域まちづくり課長 それでは、報告事項２説明資料をお願いいたします。重点地

区まちづくり計画を検討する区域の指定について、放射36号線等沿道周辺(羽沢、桜台、

氷川台、平和台、早宮)地区でございます。 

 １番の概要です。本地区は、都市計画道路放射35号線および36号線、以下「36号線等」

と言いますが、こちらの整備が東京都により進められております。この道路は平成23年度

から29年度までを事業期間とし、延長1,970ｍ、計画幅員40ｍから50ｍの都市計画道路と

なっております。本地区は、都市計画マスタープランやみどりの風吹くまちビジョン、ア
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クションプランにおいて、道路整備に対応したまちづくりを行うことと位置づけられてお

ります。区は、放射36号線等の整備にあわせてまちづくりを推進していくため、練馬区ま

ちづくり条例第40条に規定する重点地区まちづくり計画の策定を予定しております。 

 そのため、同条例第42条に規定する重点地区まちづくり計画を検討する区域として定め

るものでございます。 

 ２番、対象区域です。記載の各地区、面積146.4haとなります。 

 ３番、これまでの経過です。平成21年度に放射36号線沿道の権利者の意向調査を実施い

たしました。平成22年度から25年度にまちづくり懇談会を８回開催、25年度から27年度に

まちづくり検討準備会を４回開催いたしました。平成28年２月に検討区域の指定を行いま

した。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ４番、今後の予定でございます。３月23日、本日でございますけれども、都市計画審議

会にご報告し、４月１日から22日まで検討区域の公表、意見書の受付を行います。４月１

日号の区報に掲載して周知を図ってまいります。意見書の提出があった場合、５月に意見

書要旨と区の見解書を公表いたします。６月以降、まちづくり協議会を設立し、まちづく

り計画を検討してまいります。 

 ５番、添付資料です。まず３ページをお願いいたします。 

 理由書になります。１番の区域の名称は記載のとおりです。 

 ２番の理由でございますけれども、先ほど概要でご説明した内容と重複しますので、後

ほどお目通しいただきたいと存じます。 

 ３番、整備方針です。放射36号線等の整備を契機として、生活利便機能の向上を図ると

ともに、みどりの保全や創出により美しい景観を形成し、誰もが安全で快適に暮らせるま

ちづくりを目標といたします。 

 ４ページをお願いいたします。 

 位置図でございます。右側の薄く着色した箇所が計画を検討する区域となります。右下
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を通ります環状七号線、それと左上部の環状八号線に挟まれた区域となっております。区

域の中央を通るのが都市計画道路放射35号線、36号線となります。 

 枠外下にございます注記の２行目をご覧ください。道路の計画線を示した道路網図は、

平成27年３月作成のものが最新でございます。図面の下側、やや右に、練馬駅がございま

すけれども、練馬駅から真上に、北の方向に延びて、中央の補助172号線に接続する区画

街路１号線という都市計画道路がございます。こちらは平成27年９月に位置の変更があり

ましたが、図面上は反映されておりませんので、ご了承をお願いいたします。 

以降、図面は全て同様となります。５ページに区域図、６ページから９ページにその詳

細図をつけております。後ほどお目通しをいただきたいと存じます。 

 11ページをお願いいたします。 

 重点地区まちづくり計画に関するまちづくり条例の手続の流れになります。今回は黄色

で着色している一番上の部分に該当します。この後、まちづくり条例の規定に従って、こ

のフローのとおり進めていくというものでございます。 

 12ページに現地の航空写真、それから、13ページに地区の現況写真を参考として添付し

ておりますので、後ほどお目通しをいただきたいと思います。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇会長 説明が終わりました。ご質問、ご意見ございましたら発言をお願いします。 

〇委員 今回、重点地区まちづくり計画を検討する区域を指定されるということですけれ

ども、今後の予定のところで６月以降にまちづくり協議会を設立とあるんですけれども、

今の時点でこのまちづくり協議会、どういった方をメンバーにしようというふうに考えて

おられるか教えてください。 

〇東部地域まちづくり課長 まちづくり協議会のメンバーでございますけれども、これま

で町会、自治会、商店会からそれぞれ代表を出していただきまして約15名の方々で準備会

等を行ってまいりました。今後はこの方々に加えて、公募の委員の方、それから、ＰＴＡ

の方も含めた形でおよそ20人ぐらいのメンバーで検討を進めていければと考えております。 
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〇委員 今後、ＰＴＡの方だとか公募の方を加えていくということで、この区域を見ます

と開進第四小だとか、開進第二中だとか学校も区域内に２つ存在していますし、また、こ

の地域に長く住んでいる方も道路の計画があるということは知っているんですけれども、

実際に長く動いていなかった道路ですので、実際それが進むとなると不安だという声も聞

いているところですので、ぜひそういった方たちの声、あとＰＴＡだけじゃなくて学校長

だとか、そういった教育の面についても配慮しながらまちづくり協議会を進めていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

〇会長 ほかにいかがでしょう。 

 ちょっと私から１点よろしいですか。この計画道路は幅40ｍから50ｍですか、非常に広

幅員の都市計画道路ですよね。多分、本線部分は４車線じゃないかと思うんですが、そう

しますと、非常に道路幅員の中で車道の占める割合が狭くて、沿道関係の保全が図られる

ような道路構造にすることも可能なわけで、つくり方によっては沿道の土地利用をあまり

変化させないようなつくり方もできるわけですよね。 

 それから、逆に車道を広めにとって沿道の土地利用といいますか、道路に面した土地利

用を促進するようなつくり方もできるわけで、道路のそういう街との関係というのは２つ

の方向性があると思うんですが、これまでの経過の中で沿道の地権者の方とか、あるいは

区の考えでも都の考えでもどっちでもよろしいんですが、そういう方向性についてはこの

指定理由だとどっちを向いているのかもう一つ読みにくいんですが、どういう方向で地域

の将来像を描こうとしているのかちょっと教えていただけますか。 

〇東部地域まちづくり課長 36号線の整備につきましては、事業者である東京都の第四建

設事務所から整備概要が示されております。40ｍの幅員の部分でいいますと、中央の20ｍ

が車の通る部分となり、その両側に10ｍずつの環境施設帯というものが整備されます。こ

こは車が通らない部分でございまして、この中には歩道の部分、自転車が通行できる自転

車レーン、それから植樹帯という形で整備をされますので、非常に幅の広い緑地帯ができ

るものと考えております。 
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 そういう中で、これまで地元の方々からは、この広い道路の整備を契機に、新たなみど

りのネットワークを創出するというようなつくりができないかということでご意見をいた

だいております。 

 今後、まちづくり協議会を進める中で、その具体化について十分検討して、事業者であ

る東京都に働きかけていきたいと、そのように考えております。 

〇会長 今のみどりのネットワークというか、それは道路の中につくるという、10ｍの施

設帯の中にそういう帯をつくると、そういう意味でしょうか。 

〇東部地域まちづくり課長 そのとおりでございます。 

〇会長 街側というのか、沿道側というのはどういうふうになるんですか。広幅員道路に

ふさわしいといいますか、ある程度高層化した街を目指すのか、それとも環境施設帯に面

したような地域保全型の街を目指すのか、どっちなんですか。 

〇東部地域まちづくり課長 今までの準備会のご意見の中では、特段どちらの方向を目指

すべきだというような強いご意見はございませんでした。ただ、氷川台の駅の部分を通り

ますので、そこについては一定の生活利便に資する商業施設等が欲しいというような意見

がございました。 

 沿道の土地利用でございますけれども、会長ご指摘のとおり、高度利用を目指すのか、

それとも低層で行くのかというところにつきましては、今後、地元の意見を十分お伺いし

ながら都市計画に定めていきたいと考えております。 

〇会長 わかりました。 

 ほかにいかがでしょう。ご発言ございませんか。よろしゅうございますか。 

 ほかにご発言がないようですので、報告事項２を終了いたします。 

 これで本日の案件は全て終了いたしました。最後になりますが、事務局から報告があり

ます。どうぞ。 

○都市計画課長 それでは、次回の都市計画審議会の日程についてのご案内でございます。 

 次回日程につきましては例年５月に開催をしておりますが、現在のところまだ具体的な
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日程や案件が定まっておりません。定まりましたら、改めてご案内申し上げます。よろし

くお願いいたします。 

 以上でございます。 

〇会長 ５月にない場合は、次はどうなんですか、その次は。 

○都市計画課長 ５月にない場合には、通例７月ということになっております。 

〇会長 ７月と思っていればよろしいということですかね。 

〇都市計画課長 大体そのぐらいのところでお考えいただければ結構かと思います。 

○会長 これで、本日の都市計画審議会を終了いたします。 

 どうもありがとうございました。 


